
教育研究上の目的 

 
（１）APU（学部・大学院共通） 
 ① 相互理解の立場でさまざまな国・地域の人々と協力できる国際感覚と国際的視野を

身につけた日本人の養成 
② 日本の高等教育機関で学び、日本を正しく理解し、国際社会で活躍する国際学生の養

成 
③ 日本と諸外国の間の友好関係の構築と各国・地域の詳細の社会・経済の発展に寄与す

る人材の養成 
 
（２）学部   
 ① アジア太平洋学部 
   アジア太平洋学部は、アジア太平洋地域の多様な政治、経済、社会、文化等に関する

総合的な理解にたち、国際社会、環境と開発、観光等に関する基礎的および専門的知

識を修得し、言語能力、コミュニケーション能力、問題解決能力を涵養し、アジア太

平洋地域が直面する多様な諸課題を理解することにより、アジア太平洋地域の持続

的発展と共生に貢献できる人材を育成することを目的とする。 
 
 ② 国際経営学部 
   国際経営学部は、マネジメントに関する基礎的な知識を伝授し、異文化コミュニケー

ション能力を強化し、文化の多様性を維持することを通じて、グローバル化する企業

やその他組織における経営上の諸問題の解決のために活躍する、職業倫理を備えた

人材を育成することを目的とする。 
 
（３）大学院 
 ① アジア太平洋研究科 
   アジア太平洋研究科は、アジア太平洋地域が発展する上で必要となる行政・環境・経

済開発等に関する高度な専門性を有し、課題を実践的に解決し、アジア太平洋地域の

持続的発展と共生に貢献する人材を育成することを目的とする。 
 
 ①－１ 前期課程・アジア太平洋学専攻 
   アジア太平洋地域が発展する上で必要となる国際関係、社会・文化等に関する専門領

域の研究において高い水準の関心を持ち、高度な専門的技能と知識を有すると共に、

課題を実践的に解決し、アジア太平洋地域の持続的発展と共生に貢献する人材を育

成することを目的とする。 
  



①－２ 前期課程・国際協力政策専攻 
   アジア太平洋地域が発展する上で必要となる行政、環境、開発、健康、観光等に関す

る専門領域の研究において高い水準の関心を持ち、高度な専門的技能と知識を有す

ると共に、課題を実践的に解決し、アジア太平洋地域の持続的発展と共生に貢献する

人材を育成することを目的とする。 
 
①－３ 後期課程・アジア太平洋学専攻 

アジア太平洋地域が発展する上で必要となる新たな学問(領域)を切り拓く高度な能

力を養成すると共に、アジア太平洋地域の持続的発展と共生に貢献する研究者や博

士学位を有する高度専門職業人を育成することを目的とする。 
 

 ② 経営管理研究科 
   経営管理研究科は、マネジメントに関する深い理解、職業倫理の深い認識、ビジネス

グローバリゼーションに対する深い洞察力をもって、グローバル化する企業やその

他組織に関する経営上の諸問題の解決のために中心的な役割を担う総合的マネジメ

ント人材またはリーダーを育成することを目的とする。 


